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令和 4年 8月 28日（日）
参加者  14 名

 横山芳春会長 谷口一成幹事 半澤剛社会奉仕委員長

 武田信平名誉会員 洪征治会員 小林政男会員

 丸山久会員 松山直樹会員 峯岸雅宏会員

 大塚正一会員 末永直会員 戸川俊雄会員

 柳澤信夫会員 吉田明宏会員

8月 28日（日）雨模様の天候の中、10:00 ～ 12:00 まで無事
鈴虫祭りを開催することができました。
皆様、ご存知のように故加藤吉次会員（歯科医師）が生前始
められた活動が「新城鈴虫愛好会」であり、この鈴虫祭りです。
現在は公害の街・川崎というイメージを持っているかたは、
ほどんどいなくなったと思います。それどころが我々の本拠
地・武蔵小杉近辺は、住みたい街のいつも上位にランクされ
るようにまでなっています。
しかし、加藤先生がこの活動を開始した当時は、それこそ「川
崎＝公害」、そんなイメージが日本中に定着していました。
そのイメージをなんとか払拭しようと始めた活動が鈴虫を育
成して、子ども達に配るというこの活動です。
その後、加藤先生の活動を川崎北ロータリークラブがクラブ
としてお手伝いを始めるようになり、加藤先生がお亡くなり
なった後も、先生の意志をついでクラブとして「新城鈴虫愛
好会」の活動を応援しています。
現在では、川崎北法人会、川崎中原工場協会、川崎北ロータリー
クラブの 3団体が協賛して「鈴虫祭り」を開催しています。
今年度は「新城鈴虫愛好会」の会長は当クラブの戸川俊雄会
員が務めています。

以下、タウンニュースのウェブ版に掲載された記事
です。

新城鈴虫愛好会

音色求め長蛇の列
常楽寺に賑わい戻る

新城鈴虫愛好会（戸川俊雄会長）主催の「かわさき鈴虫
祭り」が８月 28日、常楽寺で２年ぶりに開催された。

　スズムシを無料配布し「命のリレー」を目指す催しで
今年が 41回目。来賓として出席した福田紀彦川崎市長は
「40 年以上続く、市の夏の風物詩ともいえる祭り。多く
の人が心待ちにしていたと思う」とあいさつ。同会が施
設等へスズムシを寄贈していることに対し、感謝状を手
渡した。

　配布会にはボランティアがふ化させ育てたスズムシ約
２千匹が用意され、雨の中にもかかわらず開始前から長
蛇の列ができた。７歳の息子と並んだ区内在住の男性は
「雄雌の違いや、育て方のアドバイスを聞けた。子どもと
一緒に楽しみながら飼育したい」と笑顔を見せた。



　参加者らには、この祭りに合わせ一般から寄稿を募集して
発行した「すず虫文集」も配布。戸川会長は「あいにくの天
気だったが気温が低かったこともありスズムシがよく鳴いて
いた。自宅に持ち帰っても、その音色に耳を傾けて癒されて
ほしい」と話した。

出典：https://www.townnews.co.jp/
0204/2022/09/02/640127.html




